

































































誓式訓示」（一九三三年四月二〇日、『随筆』三九〇頁）で 自らにまつわ 「噂」を念頭に置きながら、精神集中の例として、ニ ートン ヘーゲル、日本人解剖学者をあげている。実験に熱中していたニュートンが途中でふとゆで卵を食べたくなり、卵 ゆでてい つもりで気がついたら代わりに計時器を鍋に入れ、計時器の代わりに卵を手にしていた、という。ま 独逸の哲学者ヘーゲ イエナで 書き上げた『精神現象学』を郵便で出版社 送ろう たら、戦争中であっ ために郵便局 閉鎖されており、その帰途ナポレオンの進軍に出合って「世界精神が行く」と叫んだ。それ自体有
な話であるが、「戦争を知らなかった」ということが
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いし 反社会性である。第二次大戦後日本 科学 は湯
川秀樹に代表されるように、しばしば核兵器廃絶を
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長岡の「噂」に言及したのは上の引用の一箇所だけであり、永野がこの噂を真にうけていた、と断定できるかどうかには疑問が残る。というのも、世間に流布している「噂」に鉤括弧抜きで言及することはままあるからである。それにしてもこの永野の一文は 社会 背を向け社会 隔絶した研究者のあり方と、科学行政の責任者―長岡は「日本学術振興会」理事長と「日本学士院」院長であった
 ―
 として戦争遂行に協力する研究者の
あり方、言い換えれば超俗性と愛国主義・民族主義、あるいは一九六〇年代後半の図式を用いるなら「象牙の塔」 と「産官共同」 という、一見水と油 如き二つの面が、日露戦争と太平洋戦争という通時的な流れの中で、長岡という一箇の人間に具現化されていた いうことを示唆している。その上で、この二面がともに本来の「社会のための科学、人民とともにある科学」という理念
に背馳するのではないか、と指摘している。長岡を






頁）によれば、「たしかに、このうわさは超俗的な長岡の風格をしのばせるも である。……研究熱心 日露戦争も知らなかった科学者に該当しそ 超俗的な科学者といえば 長岡を第一番にあげ はごく自然なことであったろう。事実、長岡は日露戦争当時、原子模型や津波の研究に没頭していた で る。」（『伝』三〇一頁も参照 実際原子模型の研究と日露戦争 は時期的
に完全に一致していた。『伝』（三〇〇頁）によれ
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ないが、長岡が弟子で東大教授の寺田寅彦に批判されるという「特筆すべき一つの小事件」（『伝』五七五頁）が起こった。それを初めて伝え 寺田の弟子・中谷宇吉郎 よれば 「皆が強い印象を受けた大事件」 であった。中谷は「坪井〔忠二〕 宮部〔直巳〕 諸兄」から聞いた話と て 寺田（一九三五年没）はもとより長岡（一九五〇年没）の亡くなった後の一九五一年三月に漸く、「三 年後の今日」もありありと覚えているとして次のように記している。「〔長岡の講演後〕寺田先生がすっくりと立ち上がって、こういうふうに机に両手をついて、少しぶるぶる震えながら、『先生の今日のご講演は
、全く出鱈目であります』といわれるんだ。いや驚














 ここで言われている「梯子制度」なるものは、地方で功成り名を遂げた教授をベルリン大学や東京大学が招聘するやり方で、「転任主義」とも言われ 。長岡の考え は、教授は研究の第一線を自ら担う者でなければならず、学生に範を垂れると同時に学生に課題を与えて育てなければならない。彼は必ずしも研究能力の衰微した老教授が、例えば文部大臣になった数学者・菊池大麓や東大総長になった物理学者・山川健次郎のように、顕職に就くことを批判するのではなか 。むしろ、研究能力なきまま 現職の教授職を奉ずることに弊害を見いだしたのであ （『評伝』一六九頁）。その意味で「 中心の実力主義」（『評伝』一九八頁）を主張した。その良き例を 二八歳でケンブリッジ大学のキャベンディッシュ研究所所長に抜擢されたＪ・Ｊ・トムソンや、やはり若くして抜擢されたア リ・ポンカレに見
いだした（『随筆』一七二頁）。そして彼自身は、
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あるが、 まだに斯界ににらみをきかしている。いちどこの人ににら れたが最後一生涯うかばれないという正 封建的学閥の神様みたいな人であ 。東大はもちろん
のこと各地の帝大の理学部の教授になるには、長岡
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（六） 中谷宇吉郎、 『日本のこころ』、長岡と寺田 一九五一年三月） 、中谷宇吉郎選集、第二巻、朝日新聞社、一九六六年、二八七頁。
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Hantaro Nagaoka and 






Nagaoka Hantaro (1865-1950) was a leading physicist of the prewar Japan.  His 
enthusiasm for physics was so famous, that a rumor was going around him after the 
Russo-Japanese War (1904-05) that he was unaware of that war because of his hard 
work.  Of course the rumor was groundless, but it was a fact that the rumor spread 
out immediately, continued persistently and many people believed it real in the 
prewar Japan.  We did not focus in the reality or unreality of the rumor, but in the 
so-called social function of it.  It is our problem to see whether the people hearing 
the rumor respected or despised such a scientist, and then how the public opinion of 
Japan considered the attitude of the basic scientists toward society and war.  Our 
hope is that this report be considered as a case study of the science history whict 
reflects the relation between science and society. 
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